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Research Abstract がん細胞の浸潤能に関係する因⼦としてメタロプロテア-ゼとTIMPに着⽬し、まずは報告された遺伝⼦配列に基づいて72kDa,92kDaIV型コラ-ゲナ-ゼ、ストロ
ムライシン、TIMPのcDNAクロ-ンをPCR法で単離した。また、TIMP関連蛋⽩質の部分的アミノ酸配列を⼊⼿し、これを基に合成DNAプロ-ブを調整して新しい
TIMP遺伝⼦のcDNAをクロ-ニングした。しかし、これは本年、L.Liottaらが報告したTIMPー2と同⼀であることが判明した。 
上記のcDNAをプロ-ブとして⽤いて、様々ながん遺伝⼦でトランスフォ-ムしたNIH3T3細胞の転移・浸潤能との関連を調べた。 
1、転移能は鶏卵法を⽤いて調べた。ヌ-ドマウスによる実験的転移能の解析で報告されている結果と⼀致して、ここでもrasトランスフォ-マントがもっとも強
い転移能を⽰し、src,fos,ablもrasほどではないが明らかに造腫瘍性と転移能を増加させた。 
2、ノ-ザン法でメタロプロテア-ゼ、インヒビタ-の発現を調べると、親株のNIH3T3で既に72kDa,92kDaコラ-ゲナ-ゼ、ストロムライシンが発現しており、細
胞の転移能との相関は認められなかった。TIMP,TIMPー2の発現量にもトランスフォ-メ-ションや転移能と相関した変化はなかった。 
3、前年度にrasトランスフォ-マントではAutocrine Motility Factorの産⽣が昂進していることを報告した。本年度の結果と合わせて考えると、ras遺伝⼦による
⾼転移性のNIH3T3細胞では浸潤性の昂進は細胞外マトリックスの分解能の昂進よりもむしろ運動性の昂進によって引き起こされていると考えられる。
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